
















【2015年度 第３回】 

法政大学専門職大学院イノベーション・マネジメント研究科入学試験問題 

外国人・小論文 

 

Ⅰ 以下の文章を読んで、あとの＜設問１＞～＜設問５＞に答えなさい（＊原典の一部を

編集してある）。 

 

「ある老人ホームでの実験」 

コネチカット州の（Ａ）高齢者介護施設アーデンハウスで 1967年に行われた研究から、こ

の答えの手がかり（「自由選択の大切さ」）をいくつか得ることができる。（Ｂ）心理学者のエ

レン・ランガーとジュディス・ローディンは、65歳から 90歳までの入居者の自己決定権の

認識を操作する実験を行った。施設の世話係が、二つの階の入居者を別々に集めた。 

ある階の集まりでは、まず入居者一人ひとりに鉢植えを配り、鉢植えの世話は（Ｃ）看護師

がしてくれると伝えた。次に、映画を木曜と金曜に上映するので、どちらかの日に映画が

見られるよう予定を組んで連絡すると言った。またほかの階の入居者を訪ねておしゃべり

をしたり、読書、ラジオ、テレビなどを楽しむことが許されていると説明した。このとき

のメッセージの趣旨は、入居者にはある程度の自由は許されているが、かれらの健康は有

能な職員が責任を持って管理する、というものだった。これは当時の介護施設としては標

準的な方針であり、今なおそうである。（Ｄ）世話係はこう言った。「この施設を、みなさんが

誇りに思い、幸せを感じられるような家にするのがわたしたちの務めです。みなさんのお

世話をするために、努力して参ります」 

 次に世話係は、別の階の入居者を集めた。だが今回は、一人ひとりの入居者に好きな鉢

植えを選ばせ、鉢植えの世話は自分でするようにと伝えた。それから映画上映会を毎週木

曜と金曜に行うことを告げ、どちらの日に見てもいいと言った。またお互いの部屋を訪ね

合って思い思いにおしゃべりしたり、読書、ラジオ、テレビを楽しむなど、好きなように

時間を過ごして下さいと言った。このように世話係は全体として、この新しい家を楽しい

場所にできるかどうかは、入居者次第だということを強調した。「みなさんの人生ですよ。

どんな人生にするかは、みなさん次第です」 

 

 このようにメッセージは違ったが、施設の職員は二つの階の入居者をまったく同じよう

に扱い、同じだけの世話をした。それに、二番目の集団の入居者だけに与えられた選択は、

一見ささいなものだった。どの入居者も鉢植えを一つずつ与えられ、木曜であれ金曜であ

れ、週に一度同じ映画を見たからだ。①それなのに三週間後の調査では、選択の自由度が大

きい入居者は、そうでない入居者に比べて、満足度が高く、生き生きしていて、ほかの入

居者との交流も盛んだった。 

三週間というこの短期間にも、「選択権なし」の集団では、入居者の 70％以上に身体的な

健康状態の悪化が見られた。これに対して「選択権あり」の集団では、90％以上の入居者

の健康状態が改善した。六ヶ月後の調査では、大きな自由度を与えられた、いや実は、自

由度が大きいという認識を与えられた入居者の方が、死亡率が低かったことが判明した。

このように介護施設の入居者は、多分に象徴的な選択の自由を手にすることで、さまざま 



 

な恩恵を受けた。かれらは自分を取り巻く世界を、多少なりとも自分でコントロールした

いという、生まれながらの欲求を行使できた。その結果、動物園の檻に入れられた動物や

低位層の公務員が経験することの多い、ストレスや不安を感じずにいられたのだ。この研

究が教えてくれるのは、たとえささいな選択であっても、頻繁に行うことで、「自分で環境

をコントロールしている」という意識を、意外なほど高めることができるということだ。 

これは、ささいなストレスが徐々に蓄積していくと、たまの大きなできごとが引き起こ

すストレスより、大きな害をおよぼすようになるという裏返しだ。さらに意義深いのは、

自分や他人に選択の自由を与えることで、それに伴う（Ｅ）恩恵を与えることもできるという

ことだ。行動をちょっと変える、たとえば自分の力を際立出せるような方法で話したり考

えたりするだけで、自分の精神的、肉体的状態を大きく変えられるのだ。 

  

精神力で困難を乗り越えようとする患者の姿勢について、これまでさまざまな研究がな

されている。ガンや HIV のような悪性疾患との（Ｆ）闘病においても、回復の見込みがない

ことを断固として受け入れない姿勢が、生存確率を高め、再発の可能性を減らすか、少な

くとも死を遅らせることがあるという。たとえばガンの研究・治療を専門とする世界で初

めての病院、イギリスの王立マーズデン病院で行われた研究がある。この研究によれば、（Ｇ）

無力感と絶望感が高い乳ガンの患者は、そうでない患者に比べて、5年以内に再発または死

亡する確率が著しく高かった。この傾向が、まだ有効な治療がなかった頃の HIV患者にも

見られたことを、さまざまな研究が実証している。「無力感が強い」と回答した HIV患者は、

HIV からエイズを発症する確率が高く、エイズ発症から死亡までの期間も短かったのだ。

だが、病気との向き合い方が、身体の健康に直接的な影響をおよぼすなどということが、

本当にあり得るのだろうか？ 

 医学界では、この問題をめぐって白熱した議論が繰り広げられている。だが一つはっき

り言えるのは、人は可能な限り選択の自由を求めるということだ。わたしたちは、自分の

人生を前向きにとらえれば、状態がきっと良くなると信じたいのだ。それに、たとえ身体

が快方に向かわなくても、気分は良くなると信じる理由はたしかにある。 

 たとえばカリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）で行われたある研究では、乳ガン

患者の三分の二が、自分の病気の進行を自分の力でコントロールできると信じていた。ま

たそう答えた人の三分の一以上が、大いにコントロールできると考えていた。 

このような意識は、たとえば果物や野菜をもっと摂るといった、行動の変化を引き起こ

すことも多かったが、純粋に心の作用として表れることの方がずっと多かった。たとえば（Ｈ）

化学療法を、ガン怪獣のかけらを粉砕する大砲に見立てる、というようなことだ。患者は

自分にこうも言い聞かせていた。「これ以上絶対にガンをふやさない」。こうした信念がど

れほど理屈に合わなくても、自分の病気を大いにコントロールしているという信念が強い

患者ほど、幸福度が高かった。実際、自分に病気に勝つ力があると信じたいという患者の

欲求は、病める人も健やかなる人も、老いも若きも、だれもが（Ｉ）本能的に必要とする、 

②人生に対する自己決定権への渇望なのである。わたしたちはどんなに（Ｊ）悲惨な状況にあ

っても、自分の人生を、自分の力で選択でき、コントロールできるものと見なしたいのだ。 

（出典：イーナ・アイエンガ―著『選択の科学』文芸春秋、2010年） 



 

解答はすべて解答用紙に記入すること。 

＜設問１＞ 

文中で下線を引いた漢字（A）～（J）は、日本語でどのように読むか？「ひらがな」で答

えよ。 

（A）高齢者   

（B）心理学者  

（C）看護師   

（D）世話係   

（E）恩恵 

（F）闘病    

（G）無力感   

（H）化学療法  

（Ｉ）本能的   

（Ｊ）悲惨    

 

＜設問２＞ 

つぎの単語と「逆の意味」の言葉（漢字）を文中から探してきて答えよ。 

（Ｘ）精神的   

（Ｙ）死亡確率  

（Ｚ）間接的   

 

＜設問３＞ 

下線部①で、「選択の自由度が大きい入居者は、そうでない入居者に比べて、満足度が高く、

生き生きしていて、ほかの入居者との交流も盛んだった」のはなぜなのか？その理由を、

200字以内に説明せよ。 

 

＜設問４＞ 

この挿話は、実際の企業経営（マネジメント）、とくに人的資源管理（ＨＭＲ）においてど

のような意味を持っていると考えられるか？ あなたが企業の人事担当者になったとして、

従業員のモチベーションを高める方法として、「鉢植えを自分で世話するように仕向ける」

事例を具体的に列挙せよ（最大 3つまで）。 

 

＜設問５＞ 

下線部②のように、「人生に対する自己決定権への渇望」がよい結果をもたらした事例を、

本文の中からそのまま抜き出して答えよ（全部で 200字以内）。 

 

 

Ⅱ 以下の説明文を読んで、＜設問６＞と＜設問７＞に答えよ。 

同じ書籍（『選択の科学』）の中で、著者のアイエンガ―女史は、「選択肢の多さ」を操作



する別の実験を試みている。有名な「ジャムの実験」と言われるものである。簡単に説明

すると、以下のようになる。 

 

「ジャムの実験」（要約） 

米国カリフォルニア州サンフランシスコ市にある「ドレーガーズ」という高級スーパー

で、ジャムを試食させる比較実験が行われた。店内に試食コーナーを設けて、ひとつの組

（顧客グループ）には、24 種類のジャム（大きな品ぞろえ）を提示した。もう一つ組（顧

客グループ）には、6種類のジャム（小さな品ぞろえ）を用意した。陳列量は同じで、選べ

るジャムの種類が違うだけである。ただし、いつも来店客が購入しそうなイチゴ、ラズベ

リー、ブドウ、マーマレードの４つは実験から外した。 

この実験の結果、ふたつのことがわかった。ひとつは、大きな品ぞろえ（24 種類）の方

が、試食コーナーに立ち寄る人が多かったことである。24 種類のジャムがあるときは、通

過客の約 60％が試食コーナーに立ち寄ったが、小さな品ぞろえ（6 種類）では、40％しか

立ち寄ってくれなかった。 

 ところが、試食した顧客のうち、実際にいずれかのジャムを購入してくれた割合は、小

さな品ぞろえ（６種類）のグループの方が高かった（平均で 30％）。それに対して、大きな

品ぞろえの場合は、いずれかのジャムを購入した割合は、わずか 5％だった。 

 

＜設問６＞ 

ジャムの種類が多い方（24 種類）が、試食コーナーに立ち寄る率が高いのはなぜか？そ

の理由を 100字以内で答えよ。 

 

＜設問７＞ 

それとは逆に、ジャムの選択肢（種類）を絞り込んだほうが、最終的に売上が高くなった

のはなぜなのか。その理由を推論して、200字以内で答えよ。       

 

 


